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書

評

O
t

t

O

せ
P
亡
わ

:

]

巴

已
ホ
ビ

コ
ー

n
g

訂

d

岩
.

く
○
-

訂
w
-

ユ
･

∽

O

F

已
t

∽
-

巴
F

記
.

呂
-

t

の

ど
の
→

空
已
軋
t

仁
ロ
g

d

d
n

H
→
ロ
S
t

W
i

n
打
-

の
→

日
日
d

巴
n
の

日

当

覧
F

w
O
→
t

く
O

n

せ
の

ロ

乱
i

打
什

内
p

已
∽

村

¥

弓
訂
ロ
､

-

¢

宗
一

米

川

紀

生

T
⊥

牢

内
a

ま
賢
呵

父
子
を

し
て

若
き

日
せ

F

宗

及
び

句
･

肖
n

g
e
-

切

を

想
起
さ

せ

た

人
は
､

O
t

t

O

評
仁
e

ュ
一

課
-

-
-

諾
∞

)

で

あ

る
｡

彼
ほ
､

今

世
紀
初
頭
に

若
き

社
会
主
義
者
の

大
群
が

形
成
し
た

所
謂
｢

オ

ー

ス

ト

リ

ア
･

マ

ル

ク
ス

主
義
+

(

A

宏
t

冒
ロ
p

宗
訂
m
岳
)

の

中
心

人

物
の
一

人
と

し

て
､

母

国
オ

ー

ス

ト

リ

ア

で

ほ

輝
け
る

北

極
星
で

あ
っ

た
｡

だ

が
､

硬

直
化
と

修
正

化
を

加
速
し

て

き

た
マ

ル

ク

ス

主
義

陣
営
か

ら

は
､

彼
の

理

論
と

行
動
ほ

声

望
-

訂
叶

巴

身

の

そ

れ

と

同

様
ヾ

公
式
的

に

香
定
的
に

理

解
さ

れ

た
｡

･
〇
‥

評
官
→

の

す
ル

ク

ス

再
生

産

表
式
の

数

学
的
展
開
に

依
拠
し
て
､

ロ

G

3
∽
∽

日

昌
β

が

自
動
崩
壊

論
を

定
立

し

た
こ

と
､

最
近
の

ロ
ロ
p

ユ
払

に

よ

る

民

族
概
念
と

ナ
シ

ョ

ナ
リ
ズ

ム

論

の

再
検
討
の

中
に
､

若
干
の

肯
定
的
理

解
が

示
さ

れ
て

い

る

に

す
ぎ

な
い
｡

淵

以

下
に

簡
単
に

紹
介
す
る

本
書
は
､

一

九
二

七

1
二

八

年
の

ウ
ィ

ー

ン

労
働
者
大
学
で

の

〇
.

評
≠
e

→

の

講
義
を
､

聴
講
生

守

邑
W
F
E
e

｡

の

ス

テ
ノ

グ

ラ

フ

ィ

に

ょ

り
､

更
に
一

九
二

九
-
三

〇
年

度
の

生

徒
J

?

邑

ぎ
t

エ
ロ

的
e

→

の

も

の

を

も

参
照
し
て
､

甲

田

呂
t
∽

す
が

S

基
の

依
頼
で

責
任
編
集
し

た

も

の

で

あ

る
｡

本
書
で

〇
･

野
g
→

は
､

｢

マ

ル

ク
ス

主
義
理

論
を

新
し
い

経
験
と

新
し
い

科
学
的
認
識
に

基
づ

い

て

深
化

さ
せ

る
+

た

め
に
､

『

資
本
論
』

と

は

逆
の

叙
述
展
開
(

市

場
の

理

論
↓

価
値
論
)

で
､

『

資
本
論
』

の

具
体

化
を

試
み
る

と

同
時
に
､

現

実

的

指

導
者
と

し
て

政
治
的
実
践
に

対

す
る

諸

術
策
を

提
示
し
て

い

る
｡

価
値
論

か

ら

社
会
主
義

論
ま
で

の

広
汎
な

内
容
を

含
む

教
科
書
風
の

本
署
か

ら
､

今
一

度
従
来
の

〇
.

野
喜
→

研
究
が

再
検
討
さ

れ

る

必

要
が

あ

る
の

で

ほ

な
か

ろ

う
か
｡

Ⅱ

本

書
の

構
成
ほ

次
の

如
く

で

あ

る
｡

序
言
｡

第
一

篇

市
易
の

理

論
-

1

費
用
価
格
､

2

市
場
価
櫓
､

3

カ

ル

テ
ル

と
ト

ラ

ス

ト
､

4

関
税
と

市

場
価
格
､

5

投

機
､

6

労
賃
､

7

労
働
強
度
と

労

働
時
間
､

8

資
本
利
子

と

企
業
者
利
得
､

9

利
潤
率
､

1 0

商
業
､

1 1

労
賃
率
の

均
等
化
､

1 2

資
本

主
義
的
農
業
下
で

の

地

代
､

1 3

自
作
農
的
農
業
下

で

の

地

代
､

1 4

建
物
地

代
､

1 5

鉱
山
地

代
､

1 6

第
一

篇
の

結
論
的
考
察
-
｡

賢
一

篇

労
働
の

理

論
-
1

単
純
商
品
生

産
､

2

資
本
主
義
的
商
品
生

産
､

3

資
本
主
義
的
社

会
下
で

の

価
値
と

価
布
､

4

資
本
の

蓄
積
､

5

景
気
循
環
､

6

貨
幣
､

7

租
税
､

8

帝
国
主
義
､

9

資
本
主
義
的
社
会
か

ら

社
会
主
義
的
社
会
へ

の



移
行
､

抑

国
民

経
済
学
の

鮭
史

し

結
許
｡

付

録
か

W
ど
已
e

り

に

よ

る

序
言
に

は
､

〇
一

出
払

己
e

l

の

経
歴
と

人

格
及
び

主
要

著
作
の

リ
ス

ト
が

記
さ

れ
､

結
語
で

は

河

内
P

ま
s

打

y

に

よ

り
､

本
書
の

編
集
上

の

経
緯
及

び

呂
罵
H

と

〇
･

好
一

∈
U

l

の

叙
述
法
の

相
違
が

語
ら

れ
､

付

録
に

は

田

已
江
口

粥
e

l

の

草
稿
の

篇
別

構
成
と

弓
F
村
-

e

l

の

も

の

へ

の

追
加
部
分
が

印
刷
さ

れ

て

い

る
｡

主

要
部
分
は

第
一

欝
と

第
二

篇

で

あ

る

か

ち
､

そ
わ

内
容
を

次
に

見
よ

う
り

Ⅲ

第
一

箭
の

内
容
で

先
ず
注
目
さ

れ

る

の

は
､

従
来
の

社
会
主
義
的
著
作

が

労
働
か

ら

出

発
し
て

そ

の

後
市
場
の

理

論
を

問
題
と

す
る

の

に

対
し
､

〇
.

封
p

g
→

は

反
対
の

道
を

と
っ

て

市
場

1
労

働
へ

移
行
し

て

い

る

点
で

あ

る
｡

何

故
彼
が

か

か

る

叙
述
法
を

採
用
し

た

か

ほ

次
の

理

由
に

よ

る
｡

第
一

に
､

経
済
理

論
を

｢

日

常
生

活
の

諸
経

験
に

結
び
つ

け
る

こ

と

が

教

育
的
理

由
か

ら

合
目
的
倒
で

あ

り
+

(

S

J
N

β

わ
か

り
や

す
い

こ

と
､

第

二

に
､

呂
P

宗

の

叙
述
法
は

当
時
の

俗
流
経
済
学
の

平
均
的
素
養
を

前
提

し

て

い

た

が
､

現
時
点
で

は

俗
流
経
済
学
は

忘
却
さ

れ
､

｢

琵
琶
如

が

か

か

る

学
派
と
r の
対

立
点
を

引
立
た

せ

る

た

め

に
､

彼
の

研
究
を

価
値
論
か

評

ら

始
め

た
こ

と
+

人
∽
一

N

∞
-

)

が

無
意
味
と

な

り
､

彼
の

叙
述
浜
を

固
執
せ

ず
に
､

｢

我
々

は

毎
日
の

経
験
か

ら

出
発
す
る

の

が
一

層
重

要
で

あ

る
+

( 11 5) 書

(

S
･

溜
-

)

か

ら
で

あ

る
り

こ

の

よ

う
に

し
て
､

〇
･

訂
r

莞
巧

は

市

場
に

於
て

現

わ

れ

る

諸

現

象

(

諸
商
品
の

価
椿
現
象
)

の

解
明
に

向
う
｡

市
場
で

成
立

す
る

価
格
が

市

場
価
椿
で

あ

る

が
､

各
経
済
主
体
ほ

市
場
価
格
成
立

以

前
に
､

個
別
的
価

格
と

賢
用
価
格
を

保

給
し

て

い

る
か

そ

し

て

各
経
済
主
体
の

賢
見
好
件
の

相
違
(

技
術
的
設
備
､

易
所
､

企
業
の

平
均
的
活
動
の

度
合
､

企
業
の

大

き
さ
､

労
働
諸
カ
の

有
用

性
､

等
々

の

相
違
)

が
､

個
別
的
価
格
の

相
違

並
び

に

市
場
価
格
の

変
動
を

も
た

ら

す
｡

〇
･

せ
P
亡
わ
→

は

す
べ

て

の

社
会
秩
序
(

こ

れ

を

彼
は
､

㈲
封
鎖
的
家
内

経
済
､

仙
資
本
主
義
社
会
､

い
社
会
主
義
社
会
に

三

分
す
る
)

に

於
て
､

生
産
と

消
費
の

規
制
者
は

誰
か
､

在
荷
形
成
を

規
制
サ

る

メ

カ

ニ

ズ

ム

は

何
か
､

を

究
明
す

る
｡

㈲
で

は

主
婦
･

主
人
､

何
で

は

国
家
､

肘
で

は

上

の

日

常
的
な

市
場
価
格
の

変
動
と

投
機
が

そ

の

役
月
を

な

す
｡

こ

こ

で

は
､

個
人
の

自
由
な

決
心
に

基
づ

く

無
政
府
的
生

産
が
､

利
潤
率
と
い

う
｢

一

自
動
装
置
+

に

よ
っ

て
､

｢

不

均
衡
と

恐
慌
の

永
遠
化
+

を

回

避
し

ょ

う

と

努
力
す
る
｡

だ

が

こ

の

装
置
は
､

市
湯
で

の

実
証
を

通
じ

て

事
後
的
に
､

平
均
化
機
構
と

し

て

し

か

作
用
し

な
い

と
い

う
欠
陥
が

あ

る
｡

｢

社
会

的

平
均
利
潤
率
+

(

S
.

空
-

-

岸
N

3
)

の

成
立
に

よ

る

事
後
的
生

産
規
制

で

あ

る
｡

｢

社
会
的
平
均
利

潤
率
+

と

は

｢

全
社
会
で

生

産
さ

れ

た

剰

余

価
値
の
､

消
費
さ

れ

た

資

本
に

対

す
る

割
合
+

(

叩

-

訟
)

だ

が
､

○
●

出
甲
声
e

→

が

｢

社
会
的
+

な

る

語
を

特
に

付
加
し
た

の

は
､

各
経
済
主
体
が

相
対

す
る

市
場
に

於
て

成
立
す
る

利
潤
率
の

発
現
場
に

着
目

し

て

の

こ

と

で

あ

ろ

う
｡

こ

の

利
潤
率
平
均
化
ほ
､

全
産
業
部
門
に

は

及
ば

ず
､

土

地

等
々

の

自
然
的
条
件
に

よ
っ

て

阻
害
さ

れ
､

特
に

農
業
に

於
て

そ

う
で

あ

る
｡

か

く
し

て

｢

袋
業
の

発
展
は
工

業
の

発
展
と

は

全
く

違
っ

た

性
格
を

も
つ

+

(

S
一

ご
山
)

と
い

う

〇
･

せ
P

亡
e

→

の

農
業
観
が

成
立

し
､

大
経

営

に

よ

巧

小

経
営
の

没
落
で

は

な

く
て
､

依
然
と
し

て

中
小

経
営
の

存
続
の

事
態
を

念
頭
に

於
て
､

怠
業
の

社
会
主
義
化
遂
行
の

必

要
が

説
か

れ

る
｡

2J 3
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な

お
､

〇
･

せ
p

g
→

は

H

ロ
ー

f

e

邑
F
粥

の

金

融
資
本
規
定
を
､

第
一

次

大
戦
前
に

は

全
面
的
に

妥
当
す
る

が
､

そ

れ

以

後
に

は
一

変
化
が

生
じ
､

ア

メ

リ

カ

の

自
動
車
産
業
や

ド

イ
ツ

の

化
学
工

業
の

よ

う
に

大
銀
行
に

よ

る

産
業
支
配
が

生

じ

て
い

な
い

と

言
っ

て
､

こ

の

面
か

ら

H
i

-

f
e
▲

邑
-

n

g

の

定
義
の

｢

多
少
の

修
正
+

(

∽
･

訟
00

)

が

必

要
だ

と

言

う
｡

だ
が

上
の

事

態
が

自
己

金
融
に

よ

る

産
業
資
本
の

資
本
調
達

法
だ

と
い

う
点
に

ほ

言
及

し

て

い

な
い
｡

ま
た
､

金
融
資
本
を

〇
･

田
P

亡
2
1

は
､

一

つ

の

｢

大
き

な

金

融
力
+

(

句
-

ロ

巴
-

N

臼
P

旨
t

)

(

∽
･

笥
)

と

し

な
が

ら

も
､

金
融
資
本
の

支
配
か

ら
の

脱
出
法
は
､

民
衆
が

｢

議
会
と

銀

行
+

を

統
治
で

き
る

時
に

の

み

可
能
だ

と

述
べ

て
い

る

の

だ

か

ら
､

金

融
資
本
=

銀
行
資
本
=

大
銀

行
と

考
え
て

い

る

と

言
わ

ざ

る

を

え

な
い

｡

以

上
が

第
一

篇
の

内
容
だ

が
､

〇
･

出
払

己
2

1

の

叙
述
法
の

特
色
を

除
け

ば
､

そ

の

内
容
ほ

常
識
的
で

あ

り
､

問
題
と

す
べ

き

点
は

特
に

な

い

よ

う

で

あ
る
｡

Ⅳ

次
に

第
二

篇
の

内
容
だ

が
､

そ

れ

は

四

点
に

要

約
で

き

る
｡

第
一

点

(

1

～
3
)

は
､

人
間
経
済
の

二

分

化
思
想
と

交
換
利
得

(

→
巴
-

汚
F
的
e
･

+

已
牢
ロ

)

･

交
換

損
失
(

⇒

琵
琶

ぎ
e

ユ

房
t

)

概
念
の

摘
出
､

第
二

点

(

4

～

8
)

は
､

資
本
主
義
社
会
の

特
色
､

第
三

点
(

9
)

は
､

社
会
主
義

移

行
の

諸
問
題
､

第
四

点
(

1 0
)

ほ
､

経
済
学
史
と

経
済
法
則
観
で

あ

る
｡

以

下
順
次
見
て

み

よ

う
｡

第
一

点
に

つ

い

て
｡

〇
･

野
房
r

は

人
間
経
済
を

二

形
態
人
自
己

需
要

の

た

め

の

生

産
と

市
場
向
け

生

産
=

商
品
生

産
)

に

分
け
､

後
者
を

更
に
､

単

純
(

手
工

業
的
)

商
品
生

産
と

資
本
主
義
的

商
品
生

産
に

分
け
る
｡

そ

出り～

し

て

｢

問
題
は

個
々

人
が

社
会
の

た

め

に

何
を

な

し
､

彼
は

そ

れ

と

交
換

に

何
を

手
に

入
れ

る

か

?
+

(

∽

+
ヒ
)

と

問
題
提
起
を

す
る
｡

事
例
と

し

て

〇
･

せ
む

巨
e

→

は
､

靴
生

産
者
(

一

組
靴
生

産
に

二

〇
労
働
時
間
)

と

亜

麻
布
生

産
者
(

亜
麻
布
生

産
に
一

六

労
働
時
間
)

の

関
係
を

置
き
､

両
者

の

交
換
を

通
じ
て
､

前
者
に

四

労
働
時
間
の

損
失
即
ち

交
換
損
失
(

交
換

に

よ

る

労
働
時
間
損
失
の

意
)

と
､

後
者
に

四

労
働
時
間
の

利
得
即
ち

交

換
利
得
(

交
換
に

よ

る

労
働
時
間
利
得
の

意
)

を

発
生
さ

せ

る

が
､

社
会
■

全
体
で

は

両
者
が

相
殺
さ

れ

る

(

交
換
損
失
部
門
で

は
､

生

産
者
数
減
少

1
供
給
低
下
1
価
格
上

昇
1
交
換
損
失
消

滅
､

交
換
利
得
部
門
で

は
､

労

働
諸
力
流
入

1
供
給
増
加
1
価
格

低
下

1
交
換
利
得
消
滅
)

と

言
う
｡

こ

ぅ
し

て

彼
の

問
題
提
起
の

前
半
が

労
働
で

あ

り
､

後
半
が

交
換
利
得
と

損

失
で

あ

る

こ

と

が
､

確

認
さ

れ

る
｡

単
純
商
品
生

産
下
で

は
､

労
働
の

配

分
原
理
は

等
労
働
量
の

商
品
交
換
を

通
じ
て

な

さ

れ
､

交
換
利
得
と

損
失

は

消
滅
し
､

価
格
が

価

値
に

平

均
化
す
る

傾
向
と

な

る

が
､

資
本
主
義
的

商
品
生

産
下
で

は
､

利
潤
率
の

平
均
化
と

生

産
価
格
へ

の

平
均
化
と

な

る
｡

〇
･

哲
r

g
→

は
､

上

の

超
歴

史
的
な

交
換
利
得
と

損
失
な

る

概
念
の

発
展
史

と

し

て

人
間
経
済
の

生

産
体
制
を
お

さ

え
る

の

だ

が
､

そ

の

際
に

彼
は

価

値
を

ど

う
考
え

る

か

と
い

う
と
､

そ
れ

は

商
品
価
格
が

平
均
化
さ

れ

る

中

心

価
格
で

あ

り
､

経
済
主
体
が

交
換
利
得
も

交
換
損
失
も

蒙
ら

ず
､

生

産

に

等
労
働
量
を

必

要
と

す
る

他
人
の

労
働
生

産
物
と

自
分
の

労
働
生

産
物

を

交
換
す
る

状
態
に

あ
る

価
格
で

あ

り
､

上

の

問
題
提
起
の

解
決
の

た

め

の

｢

一

必

然
的
概
念
+

｢

理

論
の
一

補
助

概
念
+

(

S
.

-

合
)

だ

と

規
定
す

る
｡

こ

れ
で

は

価
値
概
念
な

き

交
換
利
得
や

遺
失
の

腐
生
と

な
っ

て
､

韻



失
と

利
得
の

基
準
が

決
定
さ

れ
な
い

で

あ

ろ

う
ひ

価

値
に

基
づ

い

て

仲
格

現
象
を

説
明
す
る

の

で

は

な

く
､

逆
に

価
格
現

象
を

市
場
で

の

交
換
利
得

と

損
失
の

発
生

消
滅
関
係
と

し

て

説
明

す
る

結

果
に

な

る
｡

〇
.

匹
P

房
り

の

誤
謬
は
､

労
働
や

価
値
か

ら

出
発
せ

ず
､

交
換
利
得
･

損
失
な

る

市
場

の

概
念
か

ら

出
発
し

て

い

る

点
に

あ
る
｡

第
二

点

に

つ

い

て
｡

資
本
主
義
的
商
品
生

産
下
で

は
､

企
業
者
が

価
値

以
上

の

価
格
で

販
売
す
れ
ば

交
換
利
得
を

獲
得
し
､

彼
の

利
潤
は

剰
余
価

値
と

交
換

利
得
よ

り

成
る
が
､

価
値
以

下
の

価
格
で

販

売
す
れ

ば

交
換
損

失
を

蒙
り
､

彼
の

利
潤
は

剰
余
価
値
と

交
換
損
失
の

差

額
と

な

り
､

価
値

通
り

販
売
の

時
に

の

み

剰
余
価
値
だ

け

を

得
る
｡

よ

り

具
体
的
に

こ

の

生

産
体
制
下
で

の

交
換
利
得
と

損
失
の

発
生

過

程
と

相
互

関
連
を

示

す
と

次

の

如
く
な

る
｡

∽
剰
余
価
値
率
一

定
で
､

有
機
的
構
成
が

変
化
す
る

場
合

に

は
､

高
位
構
成
部
門
-
生

産
価
椿
ほ

価
値
よ

り

大
､

交
換
利
得
発
生
､

中
位
構
成
部
門
-
生

産
価
格
=

価
値
､

交
換
利
得
･

交
換
損
失
の

不

発
生
､

低
位
構
成
部
門
-
生

産
価
格
は

価
値
よ

り

小
､

交
換
損
失
発
生
｡

㈹
剰
余

価
値
率
が

変
化
し
､

有
機
的
構
成
が

不

変
の

場
合
に

は
､

剰
余
価
値
率
高

部
門
-
価
格
ほ

価
値
よ

り

小
､

利
潤
は

剰
余
価
値
よ

り

大
､

交
換
損
失
発

生
､

剰
余
価
値
率
中
部
門
-
価
格
=

価
値
､

′
利
潤
=

剰
余
価
値
､

交
換
利

評

得
･

交
換
損
失
の

不

発
生
､

剰
余
価
値
率
低
部
門

1
価
格
は

価
値
よ

り

大
､

( 1 1 7) 書

利
潤
は

剰
余
価
値
よ

り

小
､

交
換
利
得
発
生
｡

以

上
よ

り
､

各
経
済
主
体

の

利
潤
及
び

交
換
利
得
の

獲
得
は
､

∽
よ

り
､

有
機
的
構
成
高
位
部
門
を

低
位
部
門
の

犠
牲
に

よ
っ

て
､

㈹
よ

り
､

低
搾
取
率
部
門
を

高
部
門
の

犠

牲
に

よ
っ

て
､

そ

れ

ぞ

れ

な

さ

れ

る
｡

こ

の

事
は
一

国
内
部
の

み

な

ら

ず
､

国
際
間
で

も
一

般
に

は
､

工

業
国
が

交
換
利
得
を
､

貴
某
国
が

交
換
損
失

を
､

得
る

結
果
､

コ

産

業
的
に

遅
れ

た

鼠
で

生

産
さ

れ
る

剰

余

価

値
の
一

部
分
を
工

業
国
で

自
分
の

も

の

に

す

る
+

(

S
･

-

竺
)

こ

と
に

な

り
､

世
界

的
な

不

均
等
発
展
を

促
進
す

る
｡

資
本
主
義
社
会
で

は
､

利
潤
率
の

変
化
と

交
換
利
得
と

損
失
の

発
生
･

消
滅
過
濯
を

通
じ

て
､

産
業
の

不

均
等
発
展
が

進
む
ば

か

り

で

な

く
､

資

本
蓄
積
が

行
な

わ

れ
る
｡

こ

れ
は
､

全
生

産
体
制
に

於
て
､

社

会
を

発
展

さ

せ

る

た

め
に

生

産
物
の
一

部
分
を

生

産
の

増
大
に

残
し
て

お

か

ね

ば

な

ら

な
い

と
い

う
原
則
の

資
本
主
義
的
表
現
で

あ

り
､

資
本
家
の

蓄
積
量
に

依
存
し
､

｢

人
口

が

増
大
す
る

が

故
に

蓄

積
さ

れ

ね

ば

な

ら

な

い
+

(

仏
.

-

ぷ
と
い

う
形
を

と

る
｡

資
本
蓄
積
が

技
術
的
改
善
､

有
機

的

構

成

高

度
化
､

利
潤
率
低
下
､

労

働
者
の

搾
取
増
大
､

貧
困
の

蓄
積
を

も

た

ら

す

点
に

つ

い

て
､

〇
･

評
房
り

ほ

ヒ
F

諸

に

全
面
的
に

依
拠
し

て

い

る
｡

利

潤
率
低
下

阻
止

策
と

し
て
､

自
由
競
争
を

排
除
し

て

ト

ラ

ス

ト

や

カ

ル

テ

ル

の

形
成
へ

と

進
ん
で

も
､

資
本
主
義
の

特
色
た

る

生

産
の

無
政
府
性
は

全
体
と

し

て

依
然
排
除
さ

れ

な

い
｡

｢

恐

慌
の

最
奥
原
因
は

資
本

主

義

的

生

産
様
式
の

無
政
府
性
に

あ

る
+

(

00
･

い

記
)

か

ら
､

生

産
が

計
画
的
に

規

制
さ

れ

な
い

限
り
､

恐

慌
と

景
気

循
環
の

克

服
は

不

可
能
で

あ

る
｡

た

だ
､

こ

こ

で

注
意
す
べ

き

は
､

〇
･

評
g
→

が

国
際
カ

ル

テ
ル

及
び
一

国
際
的

貨
幣
組
織
の

形
成
に

よ
っ

て
､

国
際
的
に

経
済
の

計
画
的
遂
行
が

可
能
だ

と

み

て

い

る

点
で

あ

る
｡

そ
の

た

め
に

は
､

｢

我
々

は

諸
民

族

に

自
由

を

与
え
､

諸
民

族
間
の

平
和
的
な

財
交
換
を

志
向
+

(

S
.

空
こ

す
る

方
法
､

っ

ま

り

各
国
経
済
を

せ
界
経
済
の

統
一

体
の

下
に

置
き
､

金
融
組
織
の

網

の

目
に

く

み

込
む

必

要
が

あ

る
｡

だ

が
､

こ

の

彼
の

平
和
的
な

世
界
編
成

は
､

帝
国
主
義
に

於
て

ほ

不

可
能
で

あ

る
｡

2上∂



一 橋論叢 第六 十 二 巻 第 二 号 (1 1 8)

〇
.

出
P

g
→

の

帝
国
主
義
概
念
は

広
義
で

あ

り
､

｢

諸
民
族
の

拡
張
の

努

力
が

軍
事
的
ゲ
バ

ル

ト

や

経
済
的
及
び

文
化
的
侵
入
+

(

∽
･

N

旨
)

を

な

す

点
を

も

含
め

て

お

り
､

帝
国
主
義
の

本
来
的
原

動
力
は
､

高

利
潤
率
達
成

の

た

め

及
び

本
国
商
品
の

販
売
領
域
発
見
の

た

め

に
､

本
国
の

資
本
を

外

国
で

投
資
す
る

努
力
の

中
に

あ
る

と
み

る
｡

そ

し

て

帝
国
主
義
の

｢

二

面

的
本
質
+

(

S
.

N

訟
)

-
生

産
諸
カ
の

強
力
な

発
展
の

促
進
と

他
方
で

の

搾

取
と

抑
圧
の

基
礎
上

で

の

そ

れ

の

達
成

-
を

暴
露
し

た
｡

前
者
が

帝
国
主

義
の

良
点

(

諸
民

族
間
に

分
業
を

創
造

し
､

彼
等
の

間
に

有
用
的
な

商
品

交
換
を

準
備
し

た
)

で

あ

り
､

後
者
が

そ

の

欠
点
で

あ
る

と

旦
与
っ
｡

こ

の

欠
点
は
､

外

国
へ

の

資
本
主
義
的
文

明
の

導
入

と

外

国
で

の

国

民

的

イ
ン

テ

リ

ゲ
ン

チ
ャ

を

中
心
と

す
る

解
放
運
動
が
､

ナ
シ

ョ

ナ
ル
･

レ

ポ

ル

シ

ョ

ン

と

し

て

生

起
し
､

抑
圧
民
族
(

帝
国
主
義
者
)

と

被
抑
圧
民

族

と

の

間
に
､

力
関
係
の

｢

均
衡
の

撹
乱
+

(

S
･

N

合
)

を

も

た

ら

し
､

新
し

い

恐
慌
と

戦
争
の

危
険
を

生

じ
さ

せ
､

人
類
の

没
落
へ

も

導
く
こ

と

に

な

る
｡

だ

が
､

戦
争
の

原
因
を

専
ら
､

強
国
間
の

力
関
係
の

バ

ラ
ン

ス

の

撹

乱
に

も
と

め
､

擾
乱
要
因
を

被
抑
圧
民

族
の

解
放
闘
争
に

の

み

置
い

て

い

る

が
､

こ

れ
は
一

面
的
で

あ

り
､

む

し

ろ
､

大
強
国
間
で

の

ト

ラ

ス

ト

及

び

カ

ル

テ
ル

内
部
の

競
争
､

関
税
問
題
､

資
本
輸

出
競
争
が

第
一

原
因
で

あ
っ

て
､

そ

れ

ら
が

被
抑
圧
民

族
の

反
帝
国
主
義
運
動
に
一

定
の

影
響
を

及
ぼ

す
の

で

あ

る
｡

一

国
際
金
融
組
織
に

よ

る

平
和
的
な

商
品
交
換
は
､

諸
民

族
の

国
際
的
結
び
つ

き

な

し
に

は

実
現
不

可
能
で

あ

り
､

社
会
主
義

に

於
て

の

み

達
成
さ

れ

る
で

あ

ろ

う
｡

資
本
主
義
的
生

産
の

無
政
府
性
が

資
本
主
義
的
に

克
服
さ

れ

な
い

こ

と

を

〇
･

田
p

宕
→

は

繰
返
し

強
調
し
て

い

る

が
､

こ

の

点
は

正

し
い
｡

第
三

点
に

つ

い

て
｡

体
制
移
行
は
､

自
動
的
で

は

な

く
て
､

資
本
主
義

畑り
～

の

内
部
で
､

資
本
の

支
配
下
で

の

労
働
及
び

労
働
手
段
の

社
会
化
過
程
と

し

て

遂
行
さ

れ
る

と

〇
.

匹
P

g
l

は

言
う
｡

移
行
の

契
機
は
､

資
本
家
の

無
機
能
化
･

不

具
化
を

通
じ

て
､

生

産
の

指
揮
が

A
ロ

g
e
S
t

e
】
-

t
e

n

に

ま

か

さ

れ

て

い

る

点
に

あ
る
｡

こ

の

A

点
e
仏
t

2
-

-

t

2

n

と

労
働
者
が

共
同
し

て
､

経

済
の

中
心

的

指
導
を

全
国
民

的
に

決
定
す

れ

ば

よ
い

と
い

う
｡

■
で

は
､

そ

の

移

行
の

形
態
は

ど
の

よ

う
な

も

の

か
｡

〇
･

出
血

巨
e

→

は
､

移
行
を

本
質
的
に

は

没
収
過

程
と

規
定
し
､

第
一

に
､

一

定
の

生

産
部

門
､

(

労
働
が

高
度
に

社
会
化
さ

れ

て

い

る

大
企
業
､

大
銀
行
､

集
中
化
し

た

産
業
)

を

社
会
の

所
有
に

移
し
､

若
干
の

重

要
な

生

産
分
野
(

ブ

ラ

ジ

ル

の

コ

ー

ヒ

1
､

イ

ギ

リ
ス

の

石
炭
､

ス

エ

ー

デ
ン

の

森
林
)

を

没
収
す
る

と
い

う
よ

う
に
､

｢

可
能
か

つ

必

然
的
で

あ

る

と

こ

ろ

か

ら

没

収
+

(

の
･

N

志
)

す
る

こ

と
､

第
二

に
､

こ

の

没
収
過
程
に

続
い

て

人
が

何

を

つ

く

り
､

ど
の

よ

う
に

し
て

生

産
を

組
織
す
る

か

が

問
題
と

な

る

と

述
べ

て

い

る
｡

没
収
の

形
態
は
､

㈲
補
償
な
き

没
収
と

肘
補
償
つ

き

没
収
の

二

つ

が

考

え

ら
れ

る

が
､

㈲
ほ

政
治
的
欠
点
を

も

ち

強
力
な

反
抗
に

出
会

う
か

ら
､

ヽ

ヽ

ヽ

没
収
行
程
は

徐
々

に
､

而
も

肘
の

形
態
で

遂
行
す
る

の

が

よ

く
､

特
に

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

の

諸
国
で

は

仰
が

最
む

合
目

的
的
で

あ
る
｡

そ

し

て

全
資
本
家

か

ら

累
進
的
な

財
産
税
､

相
続
税
の

形
で

得
ら

れ
た

収
益
で

没
収
債
務
を

償
う
の

が

よ

い

と

き

れ

る
｡

又
移
行
の

主
体
的
実
践
者
た

る

労
働
者
の

交

代
(

亡

ロ
S

O

E
O

E
仁

ロ

g
)

が

漸
次

的
に

し
か

行
な

わ

れ

な
い

こ

と

か

ら
､

ヽ

ヽ

ヽ

長
い

移
行
期
が

必

要
で

あ

り
､

差
当
り

は

資
本
主
義
的
企
業
と

社
会
主

義

的
企
業
の

同
時
並
存
す
る

過
渡
期
を

選
定
す
る

必

要
が

あ
る
｡

こ

の

過
戯



期
に

は

｢

社
会
主
義
化
に
一

定
の

危

険
+

(

S
･

N

詮
)

-
社
会
主
義
化
さ

れ

た

企
業
の

指
導
が
､

資
本
主
義
的
企
業
の

指
導
者
と

同
じ

活
動
力
､

技
術

的
革
新
へ

の

意
義
と

決
意
を

持
っ

て

い

な

い

こ

と

及
び
､

最
上

層
支
配
層

の

官
僚
化
-
が

存
す
る

か

ら
､

産
業
民
主
制
を

と

り
､

労
働

者

と

A
ヲ

的
e
∽

t

e
-
-

t

e

ロ

が

生

産
を

共
同
管
理

し
､

共
同
責
任
を

も

つ

こ

と

に

よ

り
､

こ

の

危
険
を

避
け

ね

ば

な

ら

な
い

｡

更
に

〇
.

出
p

岳
→

は
､

将
来
の

社
会
主
義
社
会
は
､

社
会
の

全
面
的

社

会
主
義
化
が

不

可
能
(

農
業
や

小

企

業
の

存
在
の

た

め
)

だ

か

ら
､

｢

社

会
主
義
社
会
の

理

念
型
+

(

S
.

N

窒
)

1
す
べ

て

の

も
の

が

共
同
所
有
で

全

労
働
手
段
が

社
会
主
義
化
さ

れ

て

い

る

経
済
的

秩
序

-
で

は

な

く
て
､

各

々

の

国
の

労

働
者
の

力
に

応
じ

て

種
々

に

遂
行
さ

れ
る

と

述
べ

､

全
世
界

の

同
時
的
な

社
会
主
義
化
､

世
界
革
命
を

拒
香
し
､

ヨ

一

口

γ

パ

革
命
と

ヨ

一

口

γ

パ

の

社
会
主
義
化
に

関
心

を

示
す

に

す
ぎ

な
い

の

で

あ
る
｡

而

も

彼
の

考
え

る

社
会
主
義
化
は
､

二

段
階
的
に

な

さ

れ

る
｡

先
ず
､

労
働

者
に

よ

る

政
治
的
権
力
の

奪
取
､

次
に
､

安
価
で

良
質
の

生

産
を

す
る

社

会
主
義
的
経
済
が
､

徐
々

に

資
本
主
義
的
セ

ク

タ
ー

の

犠
牲
の

上
に

強
化

さ

れ
る
｡

社
会
主
義
化
は
､

政
治
過
程
に

始
ま

り
､

経
済
過
程
で

終
了
す

る
｡

｢

差
当
り

政
治
的
権
力
を

め

ぐ

る

闘
争
と
し

て

行
な

わ

れ

る

社
会

主

評

義
を
め

ぐ
る

闘
争
は
､

よ

り

高
い

段
階
で

は
､

経
済
的
出

炭

争
と

し

て

継
続

さ

れ
ね

ば

な

ら
な

い
+

(

S
一

N

ロ
)
｡

以

上

よ

り
､

〇
･

田
P

亡
e

→

の

社
会
主

義

( 1 19) 書

論
ほ
､

高

度
に

資
本
主
義
化
し

た

国
(

ヨ

一

口

ァ

バ

)

で

の
､

完
全
に

成

熟
せ

る

経
済
過
程
に

基
づ

い

た

理

論
で

あ

り
､

後
進
資
本
主
義
諸
国
の

社

会
主
義
化
の

ヴ
ィ

ジ

ョ

ン

や

政
治
過
程
が

主

導
す
る

革
命
に

つ

い

て

ほ

言

及
さ

れ

て

い

な
い
｡

こ

こ

に

彼
の

理

論
の

欠
陥
が

あ

る
｡

第
四

点
に

つ

い

て
｡

〇
.

出
p

琵
→

は
､

｢

国
民

経
済
学
の

全
歴

史
は
､

階

級
闘
争
の

反
映
以

外
の

何
も

の

で

も

な
い
+

(

抑
N

笠
)

と

す
る

立

場
か

ら
､

マ

ル

ク

ス

主
義
の

み

が

現
実
的
有
効

性
を

も
つ

と

考
え
る
｡

た

だ
､

生

産

か

ら

出

発
し
て

経
済
理

論
を

打
立
て

た

古

典
派
及
び
､

需
要
の

価
格
規
定

側
面
を

強
調
し
､

現
実
の

市
場
価
格
論
を

も
っ

て

い

る

限
界
効
用
学
派
に
､

彼
は

若
干
の

有
効
性
を

認
め

る

に

す
ぎ

な
い
｡

そ

し
て

過
去
の

経
済
学
が
､

国
民

経
済
の

重

心
の

移
行
と

と
も

に
､

そ

の

中
心

を

移
動
し
､

最
近

(

〇
･

野
莞
→

の

講
義
時
)

セ

は
､

ア

メ

リ
■
カ

に

於
て
､

ブ

ル

ジ

ョ

ア

的
国
民

経

済
学
が
一

つ

の

｢

変
革
の

過
程
+

(

S
.

N

∞

3

に

あ

る

と

予
想
す
る
｡

そ

れ

は

統
計
学
の

利
用
に

よ
る

景
気
循
環
の

分
析
で

あ

り
､

景
気
予

測
で

あ
る
｡

こ

こ

で

彼
は
､

新
し
い

経
済
学
と

し
て

の

ケ
イ

ン

ズ

経
済
学
の

誕
生

を

予

言
し

て

い

る

か

の

よ

う
で

あ

る
｡

経
済
学
研
究
の

困
難
さ

は
､

〇
･

ロ
p

g
l

に

よ

る

と
｢

経
済
が

固
有
の

法
則
を

も
っ

て

い

る
一

肉
体
で

あ

り
､

勝
手
に

規
制
さ

れ

る

も

の

で

な
い

こ

と
､

而
も
そ

の

法
則
が

簡
単
で

は

な

く
､

諸
法
別
の

複
雑
化
さ

れ

た

体

系
で

あ

り
､

不
変
の

自
然
法
則
で

は

な

く
て
､

全
体
の

経
済
期
間
に

妥

当

す
る

社
会
的
法
則
で

あ

る

点
に

あ

る
｡

従
っ

て
､

.
こ

の

経
済
の

複
嫌
な

法

則
性
を

認
識
す
る
こ

と

に

よ
っ

て
､

経

済
を

実
験
す
る

こ

と
が

可
能
だ

と

す
る

誤
謬
を

取
り

除
く

と

同
時
に
､

更
に

こ

の

経
済
的
決
別
の

自
己

止

揚

の

認
識
(

資
本
主
義
の

発
展
法
則
が
､

そ

の

中
に

資
本
主
義
の

没
落
を

含

有
す
る
)

へ

と

深
化
せ

ね

ば
な

ら
ぬ
｡

そ

れ

は
､

労
働
者
に

何
を

意
味
す

る

か
｡

〇
.

出
む

巨
e

→

に

よ

る

と
､

一

つ

に

は
､

労
働
者
に
一

つ

の

｢

警
告

的
認
識
+

(

∽
.

N

ぎ
)

を

な

し
､

経
済
が

自
己
の

法
則
を

も

ち
､

経
済
的
法

則
の

内
部
で

可
能
で

あ

る

こ

と

だ

け

を

労
働
者
は

達
成
で

き

る

と
い

う
こ

2 ヱ7
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と
､

今
一

つ

に

は
､

一

つ

の

｢

鼓
舞
す
る

認

識
+

(

叩
N

ど
)

で

あ

り
､

硬

直
さ

と

制
限
と

限
界
を
も
っ

た

資
本
主

義
が
､

克
服
さ

る
ぺ

き

諸
条
件
を

自
か

ら

惹
起
す
る

こ

と

を

労
働
者
に

知
ら
せ
､

体
制
移
行
の

実
機
を

促
進

さ

せ

る

こ

と

に

な

る
｡

こ

こ

に

経
済
法
則
の

認
識
と

利
用
の

限
界
が

あ

る
｡

〇
･

辞
岳
り

ほ
､

経
済
法
則
は
一

般
に

は
､

そ

れ

自
身
の

中
に

自
己

を

止

揚
す
る

契
機
を

含
ん

で

い

る

が
､

認
識
主
体
が

認
識
可
能
な

法

則
だ

け

を

利
用
で

き

る

の

で

あ
っ

て
､

法
則
そ

の

も
の

を

変
容
さ

せ

変
革
さ

せ

る
こ

と

は

で

き

な
い

と

考
え

る

こ

と
に

な

り
､

移
行
の

経
済
法
則
は

定
立

さ
れ

な
い

こ

と
に

な

ら

ざ
る

を

得
な

い
｡

Ⅴ

上
に

見
て

き

た
よ

う
に
､

〇
･

哲
r

仁
2

1

の

全
理

論
は
､

日

常
生

活
の

諸

経

験
を

法
則
化
す
る

問
題
意
識
の

下
に

出
発
す
る
の

だ

か

ら
､

経
済
的
範

疇
も

日

常
的
用
語
に

置
換
え

ら

れ
､

そ

れ

が

全
生

産
体
制
を

通
じ

て

如
何

に

変
化
す
る

か

が

問
題
と

さ

れ

る
｡

(

市
場
で

の

交
換
利
得
と

交

換

損

失

の

発
生
･

消
滅
過
程
)
｡

次
に

各
生

産
体
制
は
､

自
己
に

固
有
な

均

衡
的

機
構
を
も
っ

て

い

る

か

ら
､

そ
の

機
構
を

分
析
(

価
値
･

価
格
関
係
の

複

建
化
と

利
潤
率
均
等
化
機
構
)

し
て
､

社
会
秩
序
の

均
衡
的

維
持
に

努
め

βウ～

る
｡

こ

の

均
衡
的
機
構
を

撹
乱
さ

せ

る

要
因
は
､

帝
国
主
義
の

戦
争
必

然

性
と

生

産
の

無
政
府

性
で

あ

る
｡

そ
こ

で

前
者
か

ら

は
､

国
際
カ

ル

テ
ル

の

形
成
に

よ

る

平
和
的
な

商
品
交
換
の

遂
行
(

金

融
組

織

の

世

界
的

支

配
)

に

よ

り
､

強
国
間
の

世
界
的
な

力
関
係
の

バ

ラ
ン

ス

維
持
に

よ

る

戦

争
防
止

が

生

じ

る
｡

後
者
は
､

高
度
な

資
本
主
義
国
の

国
際
的

社
会
主

轟

化
(

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

革
命
)

に

よ
っ

て

の

み

止

揚
さ

れ

る
｡

無
政
府
性
の

克

服
に

は
､

労
働
者
と

A
日

管
∽

邑
-

訂
日

の

生

産
共
同
体
の

確
立
及
び

労
働

配
分
原
理
の

事
前
の

確
立
が

な

け
れ

ば

な

ら
ぬ
｡

そ
こ

で

〇
.

出
p

亡
e

→

は
､

物
が

分
配
さ

れ
る

た

め

に

は

予
め

生

産
さ

れ

て

い

な

け

れ
ば

な

ら
ぬ

と

い

ぅ

理

由
で
､

生
産
=

労
働
論
に

立
ち

返
る
｡

だ
が

そ
こ

で

は
､

価
値
規
定

は

価
格
規
定
の

補
助
手
段
と

し

て

導
出
さ

れ

て

い

る

に

す

ぎ

な

い
｡

〇
.

封
P

g
→

の

『

資
本
論
』

の

具
体
化
と

実
践
的
諸
術
策
は
､

彼
の

出
発
点
で

の

問
題
意
識
と

均
衡
論
的
把

握
に

禍
い

さ

れ
て
､

新
現
象
の

事
実
の

指
摘

と

｢

収
奪
行
程
の

表
象
+

に

終
り
､

そ

れ

ら
の

理

論
化
が

依
然
不

充
分
で

あ

る
｡

一

九

六

八
･

四
･

三

〇

(

一

橋
大

学

大

学

院
博
士

課

程
)




